
SDGs 未来都市推進事業の進捗状況等について 

 

１ SDGs 未来都市推進事業の成果及び課題 

  本区の SDGs を推進するため、令和 4 年度は、区民や大学、企業、団体など様々な

ステークホルダーや各所管課と連携した参加型の啓発活動を多く実施したことで、幅

広い世代の区民に「身近な SDGs」の理解促進を図ることができた。また、公民連携デ

スクの運営を通して、事業者、団体との「つながり」が生まれたことも成果である。

一方で、SDGs の推進には区民や事業者、職員の更なる行動変容が必要であり、「Action

（行動）」の総和の増加につながる仕組み作りが課題のため、SDGs の活動を行う主体

同士の「つながり」を生む取組が求められている。 

 

（１）SDGs 普及啓発事業（令和 4年度実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 すみだの“ものづくり”ワークショップ in東京ソラマチⓇ すみだ環境フェア 2022 



（２）すみだ公民連携デスク 

   令和 4 年 4 月に開設し、企業・団体等からの SDGs に関する各種問い合わせ等に

一元的に対応してきた。開設以来 30 件（令和 5 年 3 月 1 日現在）の相談を受けて

おり、所管課とのマッチング後の取組事例としては、錦糸町パルコ「秋・冬のサス

テナ祭」の実施や、花王グループカスタマーマーケティング㈱の「高齢者向け血流

改善講座」、アサヒユウアス㈱の「UPCYCLE CRAFT BEER Fest 2022」等があり、今

後も事業者からの提案内容の実現に向けて適切にサポートを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）政策形成プログラム事業 

   昨年 5月から 10月までの期間、職員によるプロジェクトチームが、課題の抽出・

所管課へのヒアリング、政策立案、報告会を行った成果として、提案内容の一部が

令和 5年度予算に反映された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【提案内容及び今後の方向性】 

企 画 総 務 委 員 会 
令和５年３月１５日 

「冬のサステナ祭」フードドライブ 高齢者向け血流改善講座 

UPCYCLE CRAFT BEER Fest 2022  イベントにおける水素自動車からの給電実演  



（４）すみだ未来都市共創会議の開催（予定） 

   SDGs に積極的に取り組む区内事業者・団体などが活動を発表し、相互交流を深

め、「つながり」をもつことで、取組を推進できる会議を、今月 27 日に開催する。   

「SDGs 宣言事業」の宣言事業者（令和 5 年 3 月 3 日現在 220 団体）や区内大学

と連携して実施する。 

 

（５）自治体 SDGs モデル事業の推進 

「SDGs 未来都市計画」に掲げた「自治体 SDGs モデル事業（経済・社会・環境分

野）」の進捗について、内閣府からヒアリングなどを受けた結果が、内閣府ホーム

ページで公表された。 

 

２ 令和 5年度の SDGs 未来都市推進事業（予定） 

  「SDGs 未来都市」として引き続き、下記の事業を実施して、更なる SDGs 推進のた 

 めに区民、事業者、職員の行動変容を図る。 

（１） 多様なステークホルダーや各所管課と連携した啓発活動 

（２） すみだ公民連携デスクの機能拡充及び周知強化 

（３） すみだ未来都市共創会議の開催 

（４） 自治体 SDGs モデル事業の推進 

（５） 区ホームページ・SNS・区報特集号発行（区有媒体）による情報発信 

 

３ 令和 5年度事業のスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


